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有効度数 最小値 最大値 最頻値 第１四分位数 中央値 第３四分位数
取得予定教員免許校種数 180人 1 4 3 2 3 3
幼稚園教諭取得予定ダミー 180人 0 1 0 0 0 0
高等学校教諭取得予定ダミー 180人 0 1 1 1 1 1
特別支援学校教諭取得予定ダミー 180人 0 1 0 0 0 0
男子ダミー 181人 0 1 1 0 1 1
将来、学校の先生になりたい８） 181人 1 4 4 3 3 4
両親のいずれかが学校の先生ダミー 162人 0 1 0 0 0 1
授業出席時間９） 180人 1 7 6 6 6 7
授業の予習や復習の時間 181人 1 7 2 1 2 2
授業とは関係のない学習の時間 178人 1 7 1 1 1 2
部・サークル活動時間 177人 1 7 1 1 2 3






１校種 ２校種 ３校種 ４校種
男子 2.2％ 26.4％ 68.1％  3.3％ 100.0％  91人
女子 1.1％ 23.6％ 55.1％ 20.2％ 100.0％  89人








男子  4.4％ 95.6％ 100.0％  91人
女子 18.0％ 82.0％ 100.0％  89人








男子 74.7％ 25.3％ 100.0％  91人
女子 76.4％ 23.6％ 100.0％  89人








男子 0.0％ 100.0％ 100.0％  91人
女子 4.5％  95.5％ 100.0％  89人







１校種 ２校種 ３校種 ４校種
学校の先生になりたい 0.7％ 20.3％ 65.9％ 13.0％ 100.0％ 138人
学校の先生になりたくない 4.8％ 40.5％ 47.6％  7.1％ 100.0％  42人
















































１校種 ２校種 ３校種 ４校種
男子
学校の先生になりたい 1.4％ 22.5％ 74.6％  1.4％ 100.0％ 71人
学校の先生になりたくない 5.0％ 40.0％ 45.0％ 10.0％ 100.0％ 20人
合計 2.2％ 26.4％ 68.1％  3.3％ 100.0％ 91人
Cramer's V＝.301　５％水準で有意　ｐ＝.042
女子
学校の先生になりたい 0.0％ 17.9％ 56.7％ 25.4％ 100.0％ 67人
学校の先生になりたくない 4.5％ 40.9％ 50.0％  4.5％ 100.0％ 22人







１校種 ２校種 ３校種 ４校種
両親のいずれかが
学校の先生である 0.0％ 22.4％ 51.0％ 26.5％ 100.0％  49人
両親のいずれも
学校の先生ではない 1.8％ 23.0％ 68.1％  7.1％ 100.0％ 113人












学校の先生である 15.4％ 59.0％ 25.6％ 100.0％  39人
両親のいずれも
学校の先生ではない 20.5％ 70.5％  9.1％ 100.0％  88人





学校の先生である 0.0％ 50.0％ 20.0％ 30.0％ 100.0％ 10人
両親のいずれも
学校の先生ではない 8.0％ 32.0％ 60.0％  0.0％ 100.0％ 25人









１～２校種 40.4％ 34.0％ 25.5％ 100.0％  47人
３校種 17.1％ 55.9％ 27.0％ 100.0％ 111人
４校種  9.5％ 57.1％ 33.3％ 100.0％  21人









１～２校種 16.7％ 66.7％ 16.7％ 100.0％  48人
３校種 29.7％ 52.3％ 18.0％ 100.0％ 111人
４校種 23.8％ 52.4％ 23.8％ 100.0％  21人









１～２校種 56.3％ 35.4％  8.3％ 100.0％  48人
３校種 50.5％ 32.1％ 17.4％ 100.0％ 109人
４校種 45.0％ 40.0％ 15.0％ 100.0％  20人






















































１～２校種 29.8％ 31.9％ 38.3％ 100.0％  47人
３校種 33.3％ 29.6％ 37.0％ 100.0％ 108人
４校種 42.9％ 28.6％ 28.6％ 100.0％  21人









１～２校種 18.8％ 56.3％ 25.0％ 100.0％  47人
３校種 29.1％ 39.1％ 31.8％ 100.0％ 108人
４校種 38.1％ 42.9％ 19.0％ 100.0％  21人














































































１校種 ２校種 ３校種 ４校種
小学校・中学校  1.7％ 25.0％ 61.7％ 11.7％ 100.0％ 180人
小 学 校 20.0％ 70.0％ 10.0％  0.0％ 100.0％  10人
特別支援学校・小学校または中学校  0.0％  5.6％ 94.4％  0.0％ 100.0％  18人
合　　計  2.4％ 25.5％ 62.0％ 10.1％ 100.0％ 208人
Cramer's V＝.290　0.1％水準で有意　ｐ＝.000
注：網掛けはそれぞれの専攻の卒業要件となる校種数
くない」、４が「学校の先生になりたい」を指す。
９）「授業出席時間」ほか４つの変数は、１週間の平均的な生活
時間を計測するための間隔尺度変数である。１が「１時間未
満」、２が「１～５時間くらい」、３が「６～10時間くらい」、
４が「11～15時間くらい」、５が「16～20時間くらい」、６
が「21～25時間くらい」、７が「26時間以上」を指す。
10）従属変数のカテゴリーを「２校種以下」、「３校種」および「４
校種」に縮約しても、同様の結果が得られる。
11）男子の場合、期待度数が５未満のセルが２割以上、かつ、最
小期待度数が１未満である。
12）従属変数のカテゴリーを「２校種以下」、「３校種」および「４
校種」に縮約しても、同様の結果が得られる。
13）学校の先生になりたくない者の場合、期待度数が５未満の
セルが２割以上、かつ、最小期待度数が１未満である。
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